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「市川清流建白書」の一考察
一 　はじめに
　日本の図書館史を概観すると、古く飛鳥時代に行政文書を扱う部署として「
図ず
書しょ
寮りょう
」が設置され、奈良時代末期から平
安時代にかけては、貴族階級には個人的な文庫も登場している。特に有名なのが
石いその
上かみの
宅やか
嗣つぐ
が設けた日本最初の公開図書館
という「
芸うん
亭てい
」である。
　鎌倉時代以降の中世では貴族から武士へ権力が移り、武士階級の文
庫（３）
や学校が登場する。武家文庫を代表するのが金沢文
庫であり、将軍のための文庫という性格であった
紅もみじ
葉
山やま
文ぶん
庫こ
（御文庫）がある。江戸時代になると徳川家康の文教政策によ
り武士教育は大 に発展し、昌平坂学問所や藩校が設けられた。近代になると、文明開化・脱亜入欧などの言葉が示すように図書館政策は国策の下に行われたのである。本題 示すように、市川清流の建白書が図書館の設置に至る動機の一つともなったと言われている。市川は、近代図書館創設の功労者との評価を受けているが当時の資料とともに、また時代背景から建白書の意義を考え み
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二 　市川清流とは
　福澤諭吉とともに幕末の遣欧使節団の一員に副使 　松平石見守康直の従者として市川清流は随行していた。帰国後、 『
尾び
蠅よう
欧おう
行こう
漫まん
録ろく
』という記録誌を書き上げている。
　ドナルド・キーンは、 『百代の過客〈
続（５）
〉 』の中で「市川は使節団員中、物事を一番しっかり観察した人物であった。 」と
語っている。西洋諸国で体験したことは、明らかに新しいことばかりであり、市川はそれらを精密に記録した。ヨーロッパで見た施設は特に深い関心を寄せていた。
　市川は維新後、文部省入りをしてからは、図書館及び博物館の設立に尽力している。　文部卿に本題の「書籍院建設ノ儀」 いう建白書を提出している。この建白書がわが国への図書館導入の契機になったと
も言われている。
　市川清流（いちかわ・せいりゅう） 　明治維新前は
皥あきら
、通称は
渡わたる
、後に清流と称した。 『国書総目録著者別索
引（６）
』では、見
出し項目は市川渡（皥）である。文政五年（一八二二）～明治十二年（一八七九） 。江戸時代から明治時代初期の官吏・漢学者・国学者。三重県志摩市出身。地元の正伝寺には「市川清流翁碑」が建立されている。
　農民の出であったが勉学して江戸 上り、国学を学び書道に優れ漢学に深
い知識を持っ た 幕末の外交官である岩瀬忠震の家臣となり、安政 年（一八五五）ロシア使節のエフィム・プチャーチンと交渉する忠震に随行し下田・戸田港に出張している。文久元年（一八六一 に岩瀬家が断絶し主君を失った直後に、松平康直の従者として文久遣欧使節の 員となる。市川三十八歳。
（４）
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「市川清流建白書」の一考察
八一
文久三年（一八六三）の一月に帰国し、ヨーロッパでの見聞をまとめ『尾蠅欧行漫録』として公刊。明治八年（一八七五）九月頃に翻訳局十等出仕職を辞し、同じ遣欧使節団にいた福地源一郎の招きにより東京日日新聞社に入社し、校正主任として活動しているが、 年後には退社 ている。
　明治五年四月二十九日の『東京日日新聞』
63号に書籍院が開設される旨が報道され、同年五月の『新聞雑誌』第
45号附
録（７）
に全文が掲載され 。
三 　「市川清流建白書」とは、
　本題の「市川清流建白書」とは、左の通りである。全文を紹介する。
　　　書籍院建設ノ儀ニ付文部省出仕市川清流建白書
三代聖王ノ天下ヲ治ムルヤ 　人才ヲ擧ル汲々トシテ夢寐措ク無シ即 　索メテ胥徒釣叟ニ及ブ所以ナリ 　今ヤ我国庶政一新 　文明日ニ盛ンニ 　内ハ学校ヲ府県ニ設ケ 　外ハ生徒ヲ欧、米、清、ニ学ハ メ将ニ大ニ他日ニ期スル所有ントス 　加之 近者 　都下 博覧場ヲ開キ 　衆人ニ縦観爾爾セシムル等 　皆是人才育ノ方ニ非ル無シ 　然リ而シテ今日尚ホ一層ノ文化ヲ進ルノ擧ハ 　書籍院ノ設ケニ如ク 莫カルベシ 　其方府内ニ於 　市街ニ接近セサ 高爽ノ地ヲ擇ミ 　一大書院ヲ
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建造シ 　室内ノ四周ニハ 　皆数層ノ架ヲ設ケ 　所有群籍を蒐輯シ 　部分類別 テ架上ニ収メ 　普ク諸人ニ此処ニ来テ繙閲スルヲ許シ 　博ク考古徴今ノ資ニ供シ 　或ハ著述編輯ノ便ニ充ベシ 是即人材培養ノ本国益増殖ノ源 　宋大宗ノ開巻有益ノ語 以テ證ト為ヘシ 　嘗テ聞ク 　楓山御文庫中ニハ 　多年収蔵スル所ノ群籍無慮数萬 従来 　高閣ニ堆積シテ敢 世人ニ視スヲ許サス徒ニ蠹魚ノ腹ヲ肥シムルノミナリト 　仰キ冀クハ 　今 　其群籍ヲ以テ前条ノ院ニ移シ 　普ク世人ノ縦観スルヲ許サ レハ 上ハ以テ天物ヲ廃棄セス下ハ以テ人材を開達 　実ニ千古 盛典タルベク 　天下ノ鴻幸ナランカ 　微臣辱ク文林ノ末ニ班スル 以テ 　敢テ昧死シテ鄙見ヲ陳シ 　又嘗テ英都「龍動」 於テ目観 書 院建設ノ大意 附記シ謹テ之ヲ閣下ニ呈ス 　伏テ希クハ唯獻芹 愚悃ヲ憫ンテ其言ノ罪ヲ問 レズンハ幸甚英都「龍動」ニ建設スル所 書籍院 　圓形穹窿造リノ最宏壮ナル結構ニテ室内周廻ニ三層ノ椽ヲ環ラシ 其周圍ニ数層ノ架を施シ 　無数ノ群籍ヲ収メ置キ其繙閲ヲ希フ者ハ當人並ニ戸長両名ヨリ院長エ願書 出シ 　其許可を得テ此處ニ入リ 　群書目録ニ因テ某部某号某書 借覧致シ度旨 　ノ小吏ニ嘱スレハ輙其書ヲ取来リ交附ス讀了後亦之ヲ小吏ニ環附シ 　敢 借覧人ノ縦ニ出納スルヲ許サス 而 日々来 看讀シ又鈔録スルモ妨ナシ 　特巻冊ヲ院外 出スヲ禁セリ 　尤其年歯廿歳以上ノ者ニ非レ 此請 許サズ 盖シ此借覧 希フハ学業頗ル成リシ者ノ博ク考古徴今 　或ハ著述等ノ資ニ供スルカ為ニ設ケタル處ナレハナリ書院中借覧人外 　他ノ闌入放観等ヲ許サス 　但シ此處 續キノ別局ニ地図並ニ画図類及ヒ我カ東京ノ地本ト稱スル如キ
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ノ書類数種ヲ陳列シ置テ 　衆人ノ縦観ニ供スル所アリ右書院建設ノ起原ハ 　今ヨリ数世前 国王其志学問ニ篤ウシテ 　畢生蒐輯スル所 書籍数萬巻ア シニ因テ此擧 及ヒシ 　爾後国民ノ寄附シ来ル者有テ歳月増加 　既ニ数年前検 ニ據ニ三十六萬巻ノ多キニ及ヒ 　遂ニ今日ノ如キ盛大ヲ極ムルニ至ルト云
　右の建白書の概要は、 「微臣辱ク文林ノ末ニ班スルヲ以テ、敢テ昧死シテ鄙見ヲ陳シ」と文部省に職を奉ずる立場から敢
えて建言をする意を述べ、 「謹テ之ヲ閣下ニ呈ス。伏テ希クハ唯獻芹ノ愚悃ヲ憫ンテ其言ノ罪ヲ問ハレズンハ幸甚」と書式を整 、文化推進のためには「書籍院」の建設が必要であると訴えている。
　今、我が国は庶政一新以来、学校を府県に設け、生徒は欧米清国に派遣し、一方では都下に博覧会を開いて国民の教育に
つとめている。しかし、今日一層人材育成を図るためには書籍院を設ける必要性を説いている。室内の四隅には書架を配し、書籍を並べ 収め、 「普ク諸人ニ此処ニ来テ繙閲スル 許」と人々に公開す ことが大事であり、著述編集の便を図るべしと力説し、かつ 「世人ニ視スヲ許」さなかった楓山御文庫が今や「虫魚ノ腹ヲ肥シムルノミナリト」である様子を嘆いている。後半には 遣欧使節団の一員として訪れ ロンドン 大英博物館図書館の様子を詳細に紹介している。市川が目の当たりにした書籍院は円形造りで周りに書架を数層配し、多くの書籍を収めていた。また利用者の閲覧手続きの手順方法、室外への持ち出 は認められ ないこと。しかも閲覧が二十歳以上 者に限られることが記され それは学業優秀な者の研究に資するためであると。漫然と利用するこ は許さ ず 一般公開されるのは、地図などを陳列した「別局ある。簡単な歴史まで述べて、蔵書数三十六萬巻に及ぶ 報告している。
　明治五年四月、この建白書を提出する。明治五年四月の博物局書籍館の設置、同八月の開館の動機として大きな影響を与
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えたものと考えられる。
　市川は、ロンドンの図書館で感じた体験を基に日本においても図書館設置を急がねばならないとの思いで意見を述べたと
思われる。
　この文書が当局を刺激し、建設への動きが始まった。　　 　　早速、 「書籍院設立の建
白（８）
」と題して東京日日新聞（明治５年４月
29日）によって報道された。
　文部省十一等出仕市川清流建言によりて、書籍院御施設相成るよしを聞けり、これは諸民勉学の望みありながら、身
貧にして諸籍を閲するあたわず、或は旧事来歴の確実を知らんと欲せどその証書を得難きが故に、曖昧にして生涯を果す豈にまた遺憾ならずや、これらの輩その住所姓名及び兌すべき書名を認め、その処へ訴え出なば被見謄写随意たるべきとの旨意なるよし、実に衆庶をして文明の期に至らしむ良法と云うべきなり。 　　
　維新後、市川は文部省の中写字生（判任官）となり、翌年に大写字生に昇進している。明治四年（一八七一）の九月に編
輯局に移り箕作麟祥に従い翻訳の補佐をしている。
　明治五年（一八七二）三月頃、今回のテーマ「書籍院建 ノ儀」という建白書を上げ、ヨーロッパ並の図書館の必要を訴
えている。この建白書は文部卿・大木喬任に提出され、大木から町田久成に手渡された後、博物局から明治五年四月二十八日に「書籍館建設ノ伺」として文部卿に提出・決裁 受けた。これに基いて明治五年八月一日に書籍館を開館している。この書籍館の設立は明治初期における 化 教育史上の重要な出来事であ ことは言うまでもない
　文部卿の決裁後、徳川幕府の諸文教機関即ち紅葉山文庫をはじめ、昌平坂学問所 和学講談所、開成所 医学館の和漢洋
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書を新政府が接収、また諸官省が継承していたものをこの書籍館一カ所に集め公開するというものであった。書籍館の当初の職員は星野寿平を筆頭に文部省十一等出仕市川清流、文部省十二等出仕尾里政道他が務めて る。
四 　『尾蠅欧行漫録』
　この漫録とは、 「馬の尻尾にとまった蠅が見たヨーロッパ旅行に関する雑文」とわざと卑下したタイトルで綴った記録の
ことである。この記録は、幕末日本人の海外体験の卓越したユニークな記録として歴史学者からも高い評価を受け、後世に伝えられた非常に価値の高いものである。
　市川は、 『尾蠅欧行漫録』の序に　　 　
　「嗚呼是此挙ヤ 　近ク米行ノ前蹤アリト雖モ 　一政府ニ過サルノミ 　今次ハ更ニ海外数国ヲ経歴シテ遍ク泰西ニ光華
ヲ
迨
ホス 　又一大盛事ナラスヤ余濫吹僥倖ニシテ松平使君ニ附驥スルヲ得タリ……」
と意気込みを示している。
　徳川幕府は、大小の外交使節団を欧米諸国に派遣した。本題は、第二回の一八六二年（文久二）遣欧使節竹内下野守保徳
の一行に関することであり、支倉常長のローマ行き（一六一三）以来、ニ百五十年ぶりのヨーロッパに渡った人々で、徳川幕府初の遣欧外交使節であった。使節団は江戸・大坂、兵庫・新潟の開市開港の延期をヨーロッパ諸国に認めるさせることを主目的にしていた。
　また、一行には、西欧文明の研究・摂取というもうひとつの使命があった。西欧諸国の近代的諸制度の調査が課せられて
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いた。
　総勢三十八名、使節メンバーの中には明治期まで活躍した福澤諭吉を筆頭に、福地源一郎（桜痴） 、洋学者箕作麟祥（秋
坪） 、森山多吉郎らがいた。森山は、幕末に活躍したオランダ通詞であり、英語にも優れ中心の通訳官であった。福澤の英語の師匠でもあった。福地源一郎は、後に東京日日新聞の論説で各界に影響を及ぼしている。市川は副使 　松平石見守康直（外国奉行兼神奈川奉行）の従者の一人として随行している。 　
　一八六一年（文久元）十月二十二日、品川沖から船出した竹内下野守保徳を正使とする遣欧使節には傭通詞の福沢諭吉、
定役並通詞の福地源一郎（桜痴） 、最若年で仏語通同役の立広作、傭翻訳方兼医師の松木弘安（寺島宗則） 、洋学者箕作秋坪など副使・松平石見守康直の従者、市川はその折の見聞を『尾蠅欧行漫録』として綴り、今日に残していることで極めて注目される人物である。
　市川清流がお伴したのは第二回一八六二年（文久 ）に遣わされた竹内下野守保徳の一行のことである。目的は江戸・大
坂・兵庫・新潟の開市開港の延期をヨーロッパ諸国に認めさせることを目的としていた。海の波濤を乗 越え、ヨーロッパ六カ国を巡回する旅は二百年間絶えて久しかった。そこで、いくつかの見聞記が執筆され
　中でも広く知られているのが、福澤諭吉の『西洋事
情（９）
』である。
　福澤諭吉は、一八六二年（文久二）幕府の遣欧使節に随行してヨーロッパ事情を視察、そ 見聞をまとめたのが『西洋事
情』であり、広く世に伝えられている。
　福澤諭吉全集緒言に
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　　　（西欧近代文明に）驚くと共に之を羨み、之を我日本国にも実行せんとの野心は自から禁じて禁ず可らず
と、やむにやまれぬ思いを込めて書いたことが分かる。
　その『西洋事情 初編』巻之一（慶応二年刊） ・備考「文庫」の項目について、
　西洋諸国の都府には文庫あり。 「ビブリオテーキ」 と云う。日用の書籍図面等より古書珍書に至るまで万国の書皆備り、
衆人来りて随意に之を読むべし。但し毎日庫内にて読むのみにて家に持帰ることを許さず。
竜ロン
動ドン
の文庫には書籍八十万
巻あり。
彼ペテルブルグ
得堡
魯の
西首
亜都の文庫には九十万巻、
巴パ
理リ
斯ス
の文庫には百五十万巻あり。仏人云う、巴理斯文庫の書を一列に並る
ときは長さ七里なるべしと。文庫は政府に属するものあり、国中一般 属するものあり。外国の書は之を買い、自国の書は国中にて新に出版する者よりその書一部を文庫へ納めしむ。
　西洋には、書物を保管している「文庫」が各都市に存在している。日本においても確かに紅葉山文庫をはじめとし 藩の
文庫は存在していたが、一部の利用者に限られていた。 　
　この文中「ビブリオテーキ」とは、ラテン語（
bibliotek ）で図書館のことであり、イギリス（ロンドン）の図書館には
八十万巻の書籍がロシア（ペテルブルグ）の図書館には九十万巻の書籍がありフランス（パリ）の図書館には百五十万巻あり並べると七里（凡そ
28ｍ）になるとヨーロッパの図書館の存在を紹介している。
　また、興味深い納本制度について触れている。
　外国の書は之を買い、自国の書は国中にて新に出版する者よりその書を文庫へ納めしむ。
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　「勤労に別あり功験に異同あるを論ず」の蔵
版
）（（
（
の免許
コイ
ピト
ラ中で、英国の納本制度について触れている。 　　　　
　　
　この法は著述家をして独りその書を版本に製して専売の利を得せしむるものなり。往古の法は唯有形の物を以て人の
私有と定めしが、……。書を著す者は先ずその書名、著述の年月、著述家の姓名住所を出版の会所に告げ、出版の後一月の内にその版本一部を博物館に納め、その他国内四カ所の大学校へもこれを納めしむ。
　米国の納本制度についても『西洋事情 　外編』巻之三の中で詳しく触れている。
　合衆国に於て蔵版の免許を請うの法、著書 開版せんとすれば、先ずその書名を記して著家住所の官局へ告げ、蔵版
の税として一部の書に付半「ドルラル」を納め、免許の手数銀として又半「ドルラル」を払う。既にこれを開版すれば、開版後三月の内にそ 版本一部を官局へ納め、その他「スミソニヤン」と云える書庫へ一部、議事院の書庫へ一部を納む。然る は国法を以てこの蔵版を守護し、国内に偽版を作るものなし。
　日本における納本制
度
）（（
（
の始まりは、検閲との関わりが深く、網羅的収集のためには義務的な制度が必要であることを学ん
でいる。
　その他、石見守康直の従者野沢郁太『遣欧使節航海日
録
）（（
（
』 、芸術的香りの高い勘定格調役の淵辺徳蔵『欧行日
記
）（（
（
』 、普請役
（進物取次係）の益頭駿次郎『欧行
記
）（（
（
』などがある。これらの記録は、どれも使節団が訪問した国・都市の印象などを独自
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の感想を克明に記している。
　　これらの記録のことを芳賀 　徹は『大君の使
節
）（（
（
』の中で、
　日本人の西欧文明に対する高い感性的適応の能力を示した最初の現地記録として。また使節一行が、そのなかにさま
ざまの能力を擁して、単に政治的あるいは功利的だけではないさまざまの角度から、西欧世界にアプローチしていったことの証拠として。
と敬意を表し、さらに
　日本のインテリたちの知的能力、またかれらの感性の形態が西欧文化に触れて多様な反応を示す様、総じ 徳川使節
団全体の知的レベルの高さを示すものとして、非常 貴重に思うのである。
と当時の使節団を高く評価している。
　この使節団は、当初英仏二カ国訪問の計画だったが、見聞を広めるために諸国訪問ということになったという。マルセイ
ユからリヨンを経て三月九日パリに到着。市川はその時の感想を「市街 縦横には人家が密集しているが、だいたい五、 六階建てのレンガ造りである。 （中略）市内は壮麗であり、土地の人びとの男女の衣服が華美なのは、実に世界に冠絶している最上の楽土と言うべきところである。西洋各国はすべての器物や服装に至るまで、その源はここから採用している」と、
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パリの様子を記述している。
　次にまとめられている箇所が注目される所である。　大英博物館の様子　文久二年四月二十四日 　晴　午後二時すぎ馬車にてクラリッジ・ホテルを出ると、世界最大の博物館といわれる「大英博物館」を見学に訪れている。
　午牌後ヨリ馬車ニテ出寓 　東北ノ方行凡二十丁許路傍ニ一大石造ノ巨堂アリ 　正面ヨリ入レハ神仙（仙人の意）裸体
ノ人物石像数種ヲ置タリ 　又頭ハ人ニシテ四足ノ像アリ 　其他奇怪ノ諸像及断碑数十ヲ並列セリ又数箇ノ人腊（人体）アリ 　布ヲ以テ全体 包裏セシ（包んでいる）故其
肉ヲ諦視スル能ハサレトモ世俗ノ所謂
木ミ
乃イ
伊ラ
ハ盖シ此類ナラン歟
　大英博物館の正面玄関を入るとエジプト彫刻や古代ギ シャの大理石彫刻を見 さらにミイラ等を見学し驚きを隠せない
様子である。
　さらに、図書室の様子を記述してい 箇所がある。少々長い引用になるが確認しておきたい。　　 　
　過テ書蔵ニ入 　此所亘リ凡十八間許ノ円形ノ室ニシテ周囲ヲ三層ニ造リ毎層ニ数棚アリテ 　架上ニハ数万巻ノ書籍ヲ
蔵シタリ 　此中央ニ諸学徒書籍ヲ借覧スル所アリテ即チ数十人看書スルヲ見ル 　過テ一室ニ入レハ我邦 書籍ヲ蔵メタル所有テ伊勢物語 　及仮字文書数本或ハ道中記 　白石先生ノ本朝軍器考 　素絢画譜 蕙斎画譜 　青木某ノ察病亀鑑等アリ 　其他枚挙スヘカラス 　又壁間ニ元禄二年刻板江戸図 　同十二年刻版大坂図 　貞亨三年刻版図又極テ古板ニ見エタル
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地球図等ヲ懸タリ 　次ノ一室ニ印度人支那人ノ書画帖又近年清国ノ一揆新大命太平天国ノ告文一枚アリ 　
末出又我邦人ノ
書牘及商買ノ日簿 　土佐家極著彩 テ色紙形ニ画タル数十枚 　江戸ノ錦画数十枚有 　此所ニハ書籍総テ八十万巻ヲ蔵セリトソ 　過テ楼上ニ登レハ一大巨室中 鳥獣鱗介昆虫生 カ如クニ乾固セシメテ聚タル其数更 幾千万種ナルヲ知ラス次ノ一室は極テ古物ナル磁器 　銅器 　奇石 　珍玉 　化石 　古骨 　人骨 獣骨 　魚骨等ヲ聚メタル是亦其夥シキ勝算フヘカラス次ノ一室中万国新古金銀銅等ノ諸貨幣ヲ蔵セシ有 　我銀小判
是頃
足ノ
利貨
氏幣
ノノ大判慶長判ヨリ五両判其他諸銀貨銅銭等ニ
至ル迄尽ク之ヲ蔵シテ有サルモノナシ……
　ここは、およそ十八間ばかりの円形の部屋である。周囲を三階につくり、各階ごとに書棚がいくつかある。書架には数万
巻の書籍を所蔵している。この中央には学徒が書籍を借覧する所がある。そこでは、数十人が書物を読んでいた。ある部屋に入ると、図らずも日本の書籍を収蔵しているところがある。 『伊勢物語』および仮名文字の書物数本、ある は『道中記』（新井）白石先生の『本朝軍器考』 、 『素絢画譜』 、 『蕙斎画譜』 、青木某の『察病亀鑑』 （医学書、原作はドイツ人フーヘランド。哈傑満がオランダ語に訳したものを青木坦（浩斎）が邦訳。嘉永六年（一八五三）刊）などがある。そ ほか枚挙できなほど数限りなくあ 。また壁には元禄二年刻版 『江戸図』 、同十二年刻版 大坂図』 、貞享三年刻版の図、また古板と思える地球図などを掛けている。 （中略）
　次の部屋のなかには、世界の古今の金銀銅などの諸貨幣を収蔵している。日本の銀小判（これは足利氏のころの貨幣） 、
大判、慶長判より五両判そのほか諸銀貨銅銭などに至るまで、すべ これを所蔵している。
　次に一行はベルリン博物館を訪れ 図書室らしき部屋の様子を紹介している。　六月二十六日 　晴
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　今巳牌ヨリ御三使博物館ニ行カル余陪従セシカ寓ヲ出テ西ノ方凡八丁許ニシテ凡方五十間許ニ層造リノ堂アリ東ノ方
ヨリ入レハ毎室古代ノ断碑石棺石仏飛仙ノ像数種アリ……
　　次ニ書冊萬巻ヲ載セシ所有 　過テ画局ニ入……　その後、ペテルベルグに着いた一行は、七月十四日にアカデミー学校を訪れ、 　其様子を次のように記している。　七月十四日午後雨
　今午牌後ヨリ河蒸気船ノ幅ニ間半長廿四間許ナルニ乗移リ直ニ南ニ向テ……
アカテミー学校ニハ三十萬巻ノ書ヲ貯フ 　古今名家 親筆一萬二千張ヲ蔵ス……
　文久使節一行が日本に帰ってきたのは文久二年十二月十一日であった。フランス、イギリス、オランダ プロシア、ロシ
アにおいて外交交渉を重ね、苦難の旅を経てそれは、海陸の行程およそ一万数千里、費やした日数三百八十日あまりの一大壮挙であった。市川は、日本の出帆から帰帆まで克明な記録を残した。これを『尾蠅欧行漫録』と題して出版したのは、文久三年の春であった。
　幕末から明治にかけて急迫する国際関係の中で遂行された日本のあの大規模な自己変革の努力の一端でもあったのである。
外交的使命を担わされて ほかに 多く 場合西欧先進国の制度・文物の視察をも、もう一つの公的な使命 して課されていた。彼らの成果、体得して帰った新知見は、幕府を中心とした国政変革に生かされた。
　『国書総目録・第六
巻
）（（
（
』によると、著者は市川渡（皥） 『尾蠅欧行漫録』 （六巻六冊）成立は文久三年（一八六三）で写本
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には国会図書館（尾蠅欧行漫録） 、内閣文庫（巻一、明治写本一冊） 、香川大学神原文庫（明治写本） 、東京大学史料編纂所、名古屋大学岡谷文庫 六巻三冊） 、都立日比谷図書館近藤文庫（巻四下・五下欠、九冊） 、豊橋・蓬左文庫（資治雑笈四輯）があり、活字本として『遣外使節日記纂輯二』 （日本史籍協会）があるとしている。
　また、イギリス・ロンドンの大英図書館には市川寄蔵本があり、その奥書に市川清流による「わが友えんきりし乃さとう
ぬし拙きわが外国 遊びし日記を英国の文庫にをさめらるゝとききて 　おもひきや硯の海の外人に 　筆のこゝろをしらるべしとは 　たちへだつ浪路 るけき磯の辺に 　鳥の跡 もしる人ぞしる 　　源清流」がある。なお、昭和六十年に横浜開港史料館で開催された「アーネスト・サトウ展
―
幕末のイギリス外交官」で武田家所蔵のサトウ旧蔵本『尾蠅欧行漫録』が出展
されたことがあっ 。
　次に我が国でオランダ語から初めて翻訳された百科事典『厚生新
編
）（（
（
』に「文庫」に関する貴重な解説がある。長文である
が紹介したい。
文庫 　羅甸「ビブリオテーキ」
　　　　　和蘭「ブッケレイ」と名く
　「ブッケレイ」は群籍を入るの書筐を蔵すの室をいふなり其内に納る所の諸々の書籍に自ら虫生じて蠢
蛀
をなすこれ
によって動もすれば必要の諸書を損害す 　故に其患を避んが為にこれを防ぐの簡易なる試法を左に示す 　是第一には文庫の室は意を注ぎ勉て乾浄にして其庫蔵をよく日光にあたるよふにし 　又晴天の日は硝子障子並に其戸前を開きて風気を洞通すべし 　これ湿気を紙に引かしめざるが為なり 　第二に其書筐 造る所の木材を択む事一大肝要なり 　其諸材は
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上好の
樅もみ
樹のき
なり 　尚これに宜しとする
檞くぬぎ
の材なり 　但それらの材の表面軟にして白色なる処は用ることなかれ 　扨其箱
に画材を為せるも 　又これなきも皆よろしく年々其箱に「テルペンテキ」露水を薄く引べし 　而して時々樟脳を焚きて其煙を以て薫すべし 　尤其箱の所々に樟脳を挟み入置べし 　第三諸書を立て並べる間々に「リユス革」 （魯西亜製の皮革なり） 書皮となしたるの書を挟み置べし 　又板の所 に其革の切屑を挟み置べし 　右に示す預防のごときは其容易なる事件なり 　よくこれを心懸けて教 ごとく為すときは 　書籍を蠢敗するの患なき事必ずせり 　其損害蠢敗する所の虫は「モット」 （白魚）の類、或は「フリンデルチイ」 （羽ある小虫の惣名なり）の一種より生ず 　此虫の類書物を綴 に用る所の糊は己が意に適するの食料とする所なり 　よって右食料と る きのものは除き去り其虫を倍し 　養ふの根元を去るにあり、書物をとぢ合 糊に尋常の水を加ふる事なるにこれに代 に「タナセチュム」（和蘭「ウヲルムコロイド」虫艸か義未詳）と茵
蔯
の煎汁を作りて右ニ味の草八銭を加へ 　煮ること一時にして濾過し
其煎汁にて糊を製すべし 　
　「文庫」の保存方法を詳細に説明している。 「文庫」の部屋は、風通しを良くし、書架に関しても材質は硬い樅樹や檞の材
が良好であり、虫の害を防ぐために時々は樟脳を焚くと良い。 「モット」 （白魚）は紙魚を指し、紙魚は本の糊を好む虫。食害を防ぐための糊の作り方も丁寧に解説している。
五 　おわりに
　図書館は明治維新以降、それまでの資料保存が主で利用も限定されていた 志向から 公開され利用を重視する近
代図書館志向に変わることになった。 「文庫」とは和語の「ふみくら」に漢字をあてた語。福澤諭吉が『西洋事情』の中で
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文庫のことを「ビブリオテーキ」と紹介、そこには書籍を始めとした様々なものを保存していた「書庫」でもある。市川は大英博物館訪問の日記では「書蔵」という言葉を使っていた。新たな言葉の創出に目覚めていた時代と言える。また明治維新後「書籍館」という言葉が用いられたが、 市川は敢えて「書籍院」という名称を用いている。 「館」ではなく「院」である。規模的には小さくみえるが 本的な名称と言えなくもない。
　江戸幕府が幕末期に海外へ派遣した使節は五回にわたる。第一回は万延元年（一八六〇）の遣米使節（新見豊前守一行） 、
第二回が本題の遣欧使節（竹内下守一行）で文久二年（一八六二）に実施された。第三回は文久三年（一八六三）の遣仏使節（池田筑後守一行） 、第四回は慶応二年（一八六六）の遣露使節（小出大和守一行） 、第五回は慶応三年（一八六七）の遣仏使節（徳川民部大輔一行）と続く。 「アメリカへの使節 前例」とは第一回の遣米使節のこ である。遣米使節が帰国した万延元年後半から翌文久元年 かけて、国内では攘夷 ため 直接行動が頻発し、やがてまたそれ 個人に対する殺傷事件から、英国公使館襲撃のような公的機関に対する集団的襲撃にまで発展する有様で、このような攘夷実行運動の続発は、条約履行の直接責任者である幕府をして列国 の間の板ばさみ な窮地に陥らしめた。
　幕府は米国へ使節派遣したと同様、ヨーロッパ各国へも使節を派遣することによって、列国に対する儀礼の上の均衡をと
ると同時に、使節をして直接各国政府とこの問題の交渉に当たることとなったのである。
　遣欧使節団は、与えられた使命を大過なくまっとうし、具体的経験を如何に実現に向けて動くかが大きな命題でもあった。
接触した新しい西欧文明はさまざまな刺激を日本に与えた。明瞭な意図とプランをもって、幕府主導下の近代化 方策を探ることを一使命 していたのである。市川の異文化体験は、そ の文明 特色を理解し、我が国の人々に活かす方法 一つとして図書館建設を最重要課題として建白書なるものを提出 である。このようにして社会教育機関の一翼として書籍院は公開図書館という しい教育使命を掲げ社会に登場したと言える
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注（１） 「図書寮」の主な業務は儒学や経典の図書の管理・保存だけでなく仏像の保管、国史の編集、経典の校写や写書、さらに紙・筆・墨の作成など多岐にわたって
いた。
（２） 「芸亭」 『続日本書紀』に 自分の邸宅を寺として、その境内に書斎を設けて、仏教書以外の図書を収蔵し、学問を好む人々に自由に公開させたとの記述がある。
『新日本古典文学大系 　
15
　続日本紀（４） 』岩波書店 　一九九五年六月九日
（３）北条家の金沢文庫、加賀前田家尊経閣文庫、足利学校の文庫は著名。（４） 『尾蠅欧行漫録』 『遣外使節日記纂輯 　二』 （日本史籍協会叢書
97）一九八七年六月五日 　参照『幕末欧州見聞録
―
尾蠅欧行漫録
―
』新人物往来社 　一九九二年八
月二十日
（５） 『百代の過客〈続〉 日記にみる日本人 　ドナルド・キーン／金関寿夫訳 　講談社 　二〇一二年四月一〇日（６） 『補訂版 　国書総目録 　著者別索引』岩波書店 一九九一年一月一日（７） 『新聞雑誌』第
45号（明治五年五月）の付録一九六一年『
幕明
末治新聞全集』第６巻
（８） 『明治ニュース事典』第一巻 　毎 コミュニケーションズ 　一 八三年一月三十一日（９） 『福澤諭吉著作集 一巻 　西洋事情 　慶応義塾大学出版会 　二〇〇二年五月十五日（
10）蔵版の免許とは「私有の本を論ず」 （ 『西洋事情 　外編』巻之三の中で、 「書を著述し図を製する者も、之をその人の蔵版と為して、独り利を得るの免許を受け、
以て私有の産と為せり。之を蔵版の免許
コイ
ピト
ラと名づく。 」と言っている。
（
11）一八七二年（明治五）東京書籍館（帝国図書館の前身）が発足したのに合わせ、検閲のため文部省に提出された出版物のうち１部を交付するという仕組みで
納本制度が実現した。
（
12） 『遣欧使節航海日録』 『遣外使節日記纂輯 　二』 （日本史籍協会叢書
97）一九八七年六月五日 　
（
13） 『欧行日記』 『遣外使節日記纂輯 　三』 （日本史籍協会叢書
98）一九八七年七月六日
（
14） 『欧行記』 『遣外使節日記纂輯 　三』 （日本史籍協会叢書
98）一九八七年七月六日
（
15） 『大君の使節』芳賀 　徹著 　中公新書 　一九六八年五月 十五
（
16） 『補訂版 　国書総目録 第六巻 岩波 店 一九九〇年七月六日
（
17） 『厚生新編』ショメルの家庭百科事典のオランダ語訳を蘭学者が江戸幕府の命で翻訳した百科事典。原著者はフランス人ノエル・ショメルでその蘭訳本は数種
あり、七冊本（一七七八年刊） 底本。写本名には別に医事の抜粋『厚生新編医事攬要』や『生計纂要』 『ショメール和解抜書』などがある。仮名交じり文で原書から実用本位で生活に必要な項目が分類別に解説され、天文地学・理化学・鉱物・産業技芸があり、特に植物・動物・医療・薬品は項目が多い。語学の進歩と知識を広めるのに役立ち、江戸時代最大の翻訳事業であり、日本科学史の最初を飾る貴重な文献と言われている。 （参照 　静岡県立図書館所蔵『厚生新版１』巻１
―
20
　恒和出版 　一九七七年七月五日）
